
　
4
月
25
日
、
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
43
回
沖
縄
県
さ

と
う
き
び
競
作
会
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
競
作
会
は
、
さ
と
う
き
び
の
生
産
技

術
及
び
経
営
改
善
の
面
で
創
意
工
夫
し
、

高
単
収
・
高
品
質
な
生
産
を
上
げ
た
さ

と
う
き
び
農
家
や
農
業
法
人
を
表
彰
す
る

こ
と
で
、
生
産
意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も

に
糖
業
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
沖
縄
県
糖
業
振
興
協
会
が
主

催
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
農
家
の
部
で
は
、
沖
縄
本
島
北
部
、
中

部
、
南
部
、
宮
古
、
八
重
山
の
各
地
区

で
の
予
備
審
査
を
経
て
地
区
代
表
と
し
て

選
出
さ
れ
た
農
家
に
つ
い
て
全
刈
審
査
を

　
農
林
水
産
部
で
は
、「
地
域
資
源
を
活

用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の

創
出
等
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用

促
進
に
関
す
る
法
律
（
六
次
産
業
化
・
地

産
地
消
法
）」
に
基
づ
く
総
合
化
事
業
計

画
を
3
件
認
定
し
、
4
月
15
日
に
沖
縄

総
合
事
務
局
に
お
い
て
認
定
証
交
付
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
六
次
産
業
化
・
地
産
地
消
法
と
は
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
な

ど
に
よ
る
新
事
業
の
創
出
な
ど
を
促
進
す

る
た
め
、
農
林
漁
業
者
及
び
そ
の
組
織
す

る
団
体
（
こ
れ
ら
の
者
が
主
た
る
構
成
員

又
は
出
資
者
と
な
っ
て
い
る
法
人
を
含

む
。）
が
主
体
的
に
行
う
新
事
業
の
創
出

な
ど
の
取
組
に
対
し
て
支
援
を
行
う
法
律

で
す
。
農
林

漁
業
経
営
の

改
善
を
図
る

た
め
に
農
林
漁

業
者
な
ど
が

行
う
総
合
化

事
業
に
つ
い

て
、
農
林
水

産
大
臣
が
事

業
計
画
の
認
定
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、

国
や
県
は
6
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
派

遣
や
食
料
産
業
・
6
次
産
業
化
交
付
金
、

農
林
漁
業
成
長
産
業
化
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る

出
資
な
ど
に
よ
り
、新
商
品
開
発
や
加
工
・

販
売
施
設
整
備
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
認
定
し
た
総
合
化
事
業
計
画
は
、

農
林
漁
業
者
が
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、

自
ら
が
生
産
す
る
か
ん
し
ょ
（
紅
芋
）
や

海
ぶ
ど
う
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を

活
用
し
て
新
商
品
開
発
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド

化
、
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
計
画
の
目
標
達

成
に
向
け
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
6
次
産
業
化
に
関
す
る
相
談
は
、「
沖

縄
県
6
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
◎
沖
縄
県
6
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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認定証交付式の様子

沖縄県さとうきび競作会の受賞者の皆さま

No.5

仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

六
次
産
業
化
・
地
産
地
消
法
に
基
づ
く

　総
合
化
事
業
計
画
の
認
定
に
つ
い
て

No.6

〜
農
林
漁
業
者
に
よ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
事
業
創
出
を
支
援
〜

〜
さ
と
う
き
び
生
産
農
家
の
意
欲
の
高
揚
に
よ
る
生
産
振
興
〜

仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

第
43
回
　沖
縄
県

　さ
と
う
き
び
競
作
会
表
彰
式

行
い
、
そ
の
結
果
を
基
に
順
位
が
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
10
ア
ー
ル

当
た
り
の
収
量
が
最
も
多
い
神
谷
忠
正
氏

（
八
重
瀬
町
）
が
1
位
の
農
林
水
産
大
臣

賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
今
後

と
も
優
れ
た
生
産
者
と
し
て
、
ま
た
、
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

かんしょの通年収穫体制
構築と新商品開発

養殖生産体制の確立によ
る「ぷちぷち海ぶどう」ブ
ランド確立と年間通じた
安定生産、安定出荷によ
る収益性の改善

パッションフルーツ
「ちゅうちゅう」等を活用
した果樹などの加工・販
売推進事業

分野

農業生産法人株式会社
マルシェ沖縄（西原町）

株式会社日本バイオテック
（糸満市）

トロピカルファームちゅらび
城間　正守（南城市）

分野

表　六次産業化・地産地消法に基づく認定事業計画
　　　　　　　　　　 （認定日：平成31年3月29日）

　
農
林
水
産
部
生
産
振
興
課
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地
方
創
生
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
施

策
の
企
画
・
提
案
能
力
を
持
つ
専
門
人
材

の
育
成
が
必
要
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
経

済
産
業
部
で
は
、
6
月
8
日
（
土
）
に
沖

縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
で
「
R
E
S
A
S

活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
教
育
関
係

者
、
学
生
、
自
治
体
職
員
な
ど
約
50
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
国
立
大
学
法
人
金

沢
大
学 

国
際
基
幹
教
育
院 

専
任
講
師 / 

内
閣
府
R
E
S
A
S
専
門
委
員
の
松
浦 

義
昭
氏
が
「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム

（
R
E
S
A
S
）
で
読
み
解
く
沖
縄
県
の

現
在
と
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
R
E
S
A
S

の
活
用
方
法
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ど
の
産

業
が
稼
い
で
い
る
か
な
ど
の
産
業
構
造
や
、

賃
金
の
伸
び
率
な
ど
の
現
状
把
握
、
課
題

の
設
定
・
分
析
・
解
決
策
立
案
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
自
身
が
現
状
分
析
を
行

う
た
め
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
使
っ
て
簡
単

な
現
状
分
析
を
す
る
な
ど
、
活
用
方
法
を

実
践
的
に
学
び
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
半
に
は
、
当
部
よ
り

R
E
S
A
S
普
及
活
動
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、「
沖
縄

会場の様子

RESASイメージ図 No.7

仕
事
の

【
経
済
産
業
部
】

「
R
E
S
A
S
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
！

R
E
S
A
S
デ
ー
タ
分
析
フ
ォ
ー
ラ
ム（
今

年
9
月
14
日
（
土
）
開
催
予
定
）」
へ
の

参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
当
部
で
は
県
内
に
お
け
る
R
E
S
A
S

の
普
及
を
目
的
と
し
て
出
前
講
座
を
無
料

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
講
師
派
遣
の
ご
希

望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
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興
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〇
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム

　（R
E
S
A
S
：
リ
ー
サ
ス
）
と
は

Regional Econom
y (and) Society 

A
nalyzing System

の
略
で
、
人
口
動
態

や
産
業
構
造
、
観
光
等
の
地
域
経
済
に
関
わ

る
官
民
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
て
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
。

（
農
家
の
部
）

○
沖
縄
県
第
一
位
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

　神
谷
　忠
正
氏
（
南
部
地
区
代
表
　八
重
瀬
町
）

○
沖
縄
県
第
二
位
（
農
林
水
産
省
政
策
統
括
官
賞
）

　吉
里
　
　徹
氏
（
中
部
地
区
代
表
　う
る
ま
市
）

（
多
量
生
産
の
部
）

【
農
家
の
部
】

 

○
沖
縄
県
第
一
位

　（（
独
）
農
畜
産
業
振
興
機
構
理
事
長
賞
）

 

　松
原
　永
政
氏
（
与
那
国
町
）

【
生
産
法
人
の
部
】

 

○
沖
縄
県
第
一
位

　（（
独
）
農
畜
産
業
振
興
機
構
理
事
長
賞
）

　農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
サ
ザ
ン
フ
ァ
ー
ム

　代
表
者
　西
大
舛
　高
均

受
賞
者

会議の様子 No.4

仕
事
の

【
財
務
部
】

第
5
回
金
融
仲
介
・
地
方
創
生

　高
度
化
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

　
財
務
部
は
6
月
17
日
、
金
融
機
関
等
、

有
識
者
お
よ
び
行
政
機
関
を
構
成
メ
ン

バ
ー
と
す
る
「
第
5
回
金
融
仲
介
・
地
方

創
生
高
度
化
推
進
会
議
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
会
議
は
、
沖
縄
の
地
域
企
業
・
経

済
の
発
展
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、

官
民
が一体
と
な
って
取
り
組
む
事
項
を
明

確
化
し
、
金
融
仲
介
機
能
を
高
度
化
す

る
方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
取
り
ま
と
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
昨
年
11
月
開
催
の

第
1
回
会
議
か
ら
本
年
4
月
開
催
の
第

4
回
会
議
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
金
融

仲
介
機
能
の
高
度
化
戦
略
と
し
て
、
中
小

企
業
の
本
業
で
あ
る
営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
の
増
強
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
及
び

I
C
T
と
い
っ
た
新
し
い
技
術
を
活
用
し

た
生
産
性
（
付
加
価
値
）
向
上
の
取
組

み
方
策
の
ほ
か
、
金
融
機
関
、
中
小
企
業

支
援
機
関
、
地
方
公
共
団
体
及
び
国
の

機
関
な
ど
の
強
み
を
発
揮
で
き
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
な
ど
、
沖
縄
総
合

事
務
局
と
し
て
地
方
創
生
に
積
極
的
に
貢

献
し
て
い
く
方
針
な
ど
を
整
理
し
ま
し

た
。

　
本
会
議
で
は
、
本
高
度
化
戦
略
で
実
現

を
目
指
し
て
い
る
、
企
業
の
生
産
性
向
上

が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
発
展
・
地
方
創

生
に
波
及
す
る
と
い
っ
た
好
循
環
が
作
り

出
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
随
時
会
議
を

開
催
し
、
議
論
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
本
会
議
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
局

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

　
当
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
↓〈http://w
w
w
.

　ogb.go.jp/zaim
u/zaim

u_kinyuu

　_shouken/ kinyuu_osirase/kaigitou
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